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寒さとともに湿度が低くなってきており、みなさんも朝の喉の違和感、お肌のかゆみ、粉吹きなどありません

か？乾燥注意報が出るころには、風邪が流行したり、湿疹、じんましんが多くなります。冬号では、「乾燥がも

たらすスキントラブル・風邪症状」について掲載いたします。 

 

☆乾燥による影響はどんなものがあるか？ 

～スキントラブル～ 湿度が低いときには、正常に見える皮膚も水分の不感蒸泄（皮膚からの水分喪失）によっ

て角質水分保持量が減少します。そうなると、アレルゲンや刺激物の経皮侵入が容易となってアレルギー反応や

刺激反応が起きやすくなり痒みの閾値が低下して痒くなりやすいと考えられています。また、角層の水分量や水

バリア機能が低下したドライスキンを含む乾燥性皮膚炎の状態においても黄色ブドウ球菌（＊とびひの原因菌に

よくなります）が検出されることが分かっています。菌の数が少なければ、皮膚の乾燥症状は保湿剤の連用のみ

で改善されますが、菌が多い状態では保湿剤だけでは乾燥症状の改善も角層水分量の改善も得られません。乾燥

してきたなと感じたら保湿を心がけるようにしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊乳幼児期は生理的に水分量が少なくなるので、乾燥肌になりやすい。 

～風邪をひきやすくなる～ 気道の粘膜が乾燥していると、くっついてしまったウイルスの生存期間が長く、感

染する危険性が増加します。風邪ウイルスは、乾燥を好むため湿度の高いところでは生き延びることができませ

ん。加湿器を利用して、喉が潤うようにしましょう。美顔用のスチーマーでも効果があるようです。また、マス

ク着用は加湿効果があります。ウイルスに汚染された手が口や鼻に触れることで感染することが多いので、予防

になります。 

☆お知らせ 

・クリニック・ヨガ教室 12/10 予約制となっております。親子で参加できます。 

・年末年始診療予定 12/27（火）小児科のみ診療致します。アレルギー科は休診となります。 

          H24 年 1/4（水）より通常どおりの診療を行っております。 


